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今春のゴールデンウィーク以来，新型インフルエンザ

の出現により，「保健所」や「公衆衛生」の言葉がニュー

スにしばしば登場しています。感染症は，脅威が大きい

ことで国民の関心が集中しやすく，社会的防衛機能とし

ての公衆衛生の社会的意義を国民が再認識する契機とな

りました。本号では，麻しんのサーベイランスについて

の論文が掲載されています。一方で，公衆衛生の活動は

より個々人の生活に密着したものであり，地道な活動で

す。妊婦の喫煙と飲酒の調査，一人暮らし高齢者のセル

フケアの課題についての研究は，生活を支えるための基

礎資料であり，遺伝病に対するイメージの研究は健康教

育の基礎となるデータが提示された研究です。健康・栄

養関連指標と死亡率の関連についての研究は，都道府県

単位での集団の特性を明らかにしたものであり，公衆衛

生の基本となる分析方法を示しています。掲載された 5
本の論文の中には，現場からの投稿が含まれています。

今後，現場からの投稿が増えることを期待しています。

また，公衆衛生は実践の科学ですから，これらの論文が

現場で生かされることを願っています。 (佐伯和子)


